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2 作業船　第302号

平成23年という新しい年を迎え、謹んで新春のごあいさつ

を申し上げます。

昨年は、政権交代によって政治や行政のシステムが大きく転

換してから、本格的に予算編成等の行政運営に取り組んだ最初

の年となりました。私も国土交通副大臣として、また、昨年９

月からは国土交通大臣として国土交通行政に携わり、山積して

いる課題の解決に向け、全力を挙げて取り組んでまいりました。

本年も引き続き改革を継続し、更なるスピードアップを図りつ

つ、社会資本整備や交通政策の体系の構築などを通じて、我が

国が抱える課題等へ対応してまいる所存です。

私は、国土交通行政は３つの観点から国家の背骨を築いて

いくものであると認識しております。

一つ目は、国土の背骨としての観点です。国土の礎となる

社会資本整備のあるべき姿をしっかり示して、これを実現さ

せてまいります。

二つ目は、国民生活の背骨としての観点です。国民生活の

安全・安心を確保するための災害対策、豊かな国民生活の実

現のための住宅政策や地域交通の確保等に取り組んでまいり

ます。

三つ目は、地域経済を支える産業の背骨としての観点です。

成長戦略に関する施策を実現し、国際競争力の強化を図って

いくのみならず、観光、建設・運輸産業等、内需の中心とな

る産業の育成を進めてまいります。

このような三つの観点から、幅広い国土交通行政に関わる

施策を総合化、体系化することにより、施策の効率と効果を

高め、国民の皆様の目に見える成果を提示していくことが私

どもの使命と考えております。

（社会資本整備、交通政策のあり方について）
私は、公共事業には３つの機能があると認識しております。

第一は、維持管理を含め、真に必要な社会資本を整備する機

能、第二は、地域間の再分配機能、第三に経済対策としての

機能です。私としては、第一の機能を基本として、真に必要

な社会資本整備のあるべき姿とその推進方策についてしっか

りと議論し、国民に分かりやすくお示しすることが必要だと

考えております。そのため、これまで、公共事業予算の見直

し、事業評価の改善や需要推計手法の見直し、「選択と集中」

による重点化等、限られた予算を効果的・効率的に活用でき

るよう、徹底的な改革に取り組んでまいりました。今後とも、

このような公共事業の改革は引き続き進めてまいります。

また、こうした改革の成果を踏まえ、国土に関する長期的

な展望を持ちつつ、国土、生活、産業の「３つの国家の背骨」

を支える社会資本整備が果たすべき役割を明確にすること、

すなわち、社会資本整備のマスタープランを定めることが重

要であると考え、「社会資本整備重点計画」の見直しにも着

手しております。昨年末には、社会資本整備審議会・交通政

策審議会計画部会において次期計画の骨子案をご提示いただ

いたところであり、これを踏まえ、本年夏頃までに新たな計

画を閣議決定し、平成24年度予算への反映を目指してまいり

ます。

併せて、国土交通政策において、社会資本整備とともに大

きな柱である交通政策についても、その中核となる「交通基

本法案（仮称）」の検討を進めております。昨年末、交通基本

法案検討小委員会において、交通基本法案の立案における基

本的な論点についてとりまとめていただいたところであり、

これを踏まえて同法案の制定を目指すとともに、交通政策の

マスタープランとなる「交通基本計画（仮称）」の早期策定を

目指してまいります。私は、この２つの計画が国土交通政策

の今後の方向性を示す、車の両輪になると考えております。

（安全・安心な社会づくり）
我が国は、地震・津波や水害・土砂災害・高潮災害など、

自然災害に対して脆弱な国土条件にあります。最近では、奄

美地方の豪雨災害など、各地で集中豪雨による被害が発生し

ており、地球温暖化の影響も懸念されています。こうした自

然災害から国民の生命や財産を守るという国土交通省の重要

な使命を果たしてまいります。

なお、今後の治水対策については、「できるだけダムにた

よらない治水」への政策転換を進めるとの考えに基づき、

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」において昨

年９月に公表された「中間とりまとめ」を踏まえ、全国の83

事業（84施設）のダム事業の検証を、予断を持たずに進めて

まいります。

また、公共インフラ及び住宅・建築物の耐震性向上を図る

とともに、公共交通やエレベータ等の安全対策の充実を進め

てまいります。公共交通における事故による被害者等への支

援のあり方についても検討してまいります。

さらに、土地取引の円滑化及び土地資産の保全等を図るた

めに、その基礎となる境界情報を調査する地籍調査について、

一層の推進に努めてまいります。

我が国において海上の安全確保を一義的に担う海上保安庁

を所管する国土交通大臣として、海上保安庁の制度や体制を

十分に整備するとともに、現場の高い士気を維持していくた

めの環境整備を進めていくことが私の重大な責務であると考

えています。こうした観点から、巡視船艇等の重点整備や要

員の拡充等により海上保安庁の体制の充実強化を図るととも

馬淵澄夫
国土交通大臣

新年のはじまりにあたって

新春挨拶
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に、昨年末に設置された「海上警察権のあり方に関する有識

者会議」における議論を踏まえ、海上保安庁による海上警察

権の検討を進めてまいります。また、国際連携の推進等によ

りソマリア周辺海域やマラッカ・シンガポール海峡における

海賊対策等を図ってまいります。

（豊かな国民生活の実現）
人口減少、高齢化が進んでいく中、高齢者・障がい者をは

じめ誰もが自立できるユニバーサル社会を実現することは、

極めて重要な政策課題です。そのため、ハード・ソフト両面

における一体的・総合的なバリアフリー施策を推進するとと

もに、国民生活に最も密着した基盤である住宅と地域交通を

確保していくことが、今まで以上に重要になっていくものと

考えております。バリアフリー施策については、新たな整備

目標の設定をはじめ、関連施策の充実によりバリアフリー化

の促進を図ってまいります。住宅については、医療・介護と

連携したサービス付き高齢者向け住宅（仮称）の供給を促進

するとともに、民間賃貸住宅入居者の居住の安定確保や既存

住宅ストックの有効活用による、高齢者、障がい者、子育て

世帯等の住宅セーフティネットの強化を図ってまいります。

地域交通の確保については、交通基本法の検討と関連施策の

充実を図ってまいります。

また、地球温暖化対策として、自動車単体対策、交通流対

策、モーダルシフトや物流の効率化、公共交通の利用促進、

住宅・建築物のまるごとエコ化、低炭素都市づくり等を推進

してまいります。

さらに、物流コスト・物価を引き下げ、地域経済を活性化

するため、地域経済への効果や渋滞、環境、他の交通機関へ

の影響等を社会実験で検証しつつ、高速道路の原則無料化を

段階的に進めてまいります。

（国土交通省成長戦略の実現）
我が国の国際競争力を高め、将来にわたって持続可能な国

づくりを進めるために、国土交通省成長戦略の実現に取り組

んでまいります。

海洋分野においては、民間の知恵と資金を活用した港湾経

営の効率化や内航フィーダー網の強化などによる国際コンテ

ナ・バルク戦略港湾の機能強化を図るとともに、海運・造船

などの海事産業については、新たな造船政策や内航船代替建

造対策の検討会を立ち上げるなど、その競争力の強化に一層

強力に取り組んでまいります。また、排他的経済水域（EEZ）

等の保全・利用の促進や海洋基盤情報の整備による海洋権益

の確保を進めてまいります。さらに、国際的発言力の強化と

して、本年６月の国際海事機関（IMO）次期事務局長選挙に

擁立した日本人候補（関水康司：現IMO海上安全部長）の当

選を目指します。

航空分野においては、首都圏空港を含めた徹底的なオープ

ンスカイの推進、羽田の24時間国際拠点空港化及び成田のア

ジアのハブ空港化の推進など首都圏空港の抜本的な機能強化

を図るとともに、関空・伊丹の経営統合等により関空のバラ

ンスシートを改善し、関空を首都圏空港と並ぶ国際拠点空港

として再生してまいります。また、国管理空港の運営のあり

方について、「民間の知恵と資金」を活用するための具体的

な検討を進めてまいります。さらに、平成23年度から25年度

までの３年間を「集中改革期間」と位置づけ、我が国航空企

業の国際競争力強化のため、平成23年度税制改正大綱におい

て、航空機燃料税の税率引き下げを盛り込んだところです。

日本航空については、更生計画に従って着実な再生が図られ

るよう、引き続き必要な支援を行うとともに、指導監督を行

ってまいります。

住宅・都市分野においては、大都市の国際競争力の強化の

ため、都市再生特別措置法における特別の地域制度の創設と、

各種支援措置の充実に向けた検討を進めるとともに、住宅市

場の活性化のため、質の高い新築住宅の供給と既存住宅流

通・リフォームの促進等を進めてまいります。また、昨年設

置した「不動産投資市場戦略会議」での議論も踏まえながら、

施策の具体化に取り組んでまいります。

国際展開・官民連携分野においては、鉄道システム、道路、

自動車産業、水インフラ、港湾、環境共生型都市開発等、我

が国の優れた建設・運輸産業の海外展開を促進するため、政

治のリーダーシップによる官民一体となったトップセールス

や日本の技術・規格の国際標準化等に力を注いでまいりま

す。また、厳しい財政状況の中で民間資金の活用を拡大し、

真に必要な社会資本整備・維持管理を着実に行っていくた

め、コンセッション方式（施設の所有権を移転せず、民間事

業者にインフラの事業運営に関する権利を長期間にわたって

付与する方式）の導入等PFI制度の拡充や、より幅広い官民

連携による社会資本整備の取組を推進してまいります。

観光分野においては、海外プロモーションの充実等による

「訪日外国人3,000万人プログラム」の展開、地域の幅広い関

係者が参画する「観光地域づくりプラットフォーム」の形成

や新しい観光アイテムの創造等による観光地の魅力度向上を

進めるとともに、休暇取得の分散化をはじめ休暇改革につい

て、国民的なコンセンサス形成に向けて努力してまいります。

（経済・雇用情勢への対応）
現下の厳しい経済・雇用状況、直面する円高・デフレ状況

を踏まえ、昨年９月、「新成長戦略実現に向けた３段構えの経

済対策」、いわゆる「ステップ１」がとりまとめられ、国土交

通省としては、住宅エコポイント制度や優良住宅取得支援制

度（フラット35S）の大幅な金利引下げの延長、観光業や海運

業における雇用創造・人材育成の推進、規制・制度改革等に

取り組んでおります。また、「円高・デフレ対応のための緊急

総合経済対策」、いわゆる「ステップ２」に基づいて昨年11月

に成立した補正予算等により、国土ミッシングリンクの解消、

首都圏空港の強化、建設業に対する金融支援、海上保安体制

の充実等の施策に取り組んでおり、引き続き、これらの対策

に盛り込まれた施策の実効性を挙げるよう取り組んでまいり

ます。また、「ステップ３」として位置づけられている平成23

年度政府予算案において、国土交通省としては、既存の事業

を抜本的に見直し、「国土交通省成長戦略」の実現をはじめ、

真に必要な社会資本整備の着実な実施、地域の生活交通の確

保・維持・改善、高速道路の原則無料化の推進、海上の安全

と権益の確保、総合力の発揮、地域主権の確立に向けた取組

といった確固たる戦略の下に大胆に予算を組み替えることに

より、新たな時代に対応しながら、我が国を牽引する国土交

通行政へと大きく転換することを目指します。

なお、特に疲弊している建設産業の現状を踏まえ、昨年末

に「建設産業戦略会議」を設置したところであり、同会議で

の議論を踏まえて、今後の建設産業、特に地域建設業の再生

方策の検討を進めてまいります。

以上、新しい年を迎えるにあたり、国土交通省の重要課題

を申し述べました。国民の皆様のご理解をいただきながら、

ご期待に応えることができるよう、諸課題に全力で取り組ん

でまいる所存です。

国民の皆様の一層のご支援、ご協力をお願いするとともに、

新しい年が皆様方にとりまして希望に満ちた、大いなる発展

の年になりますことを心より祈念いたします。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentRGB
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


